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広報たなぐら　広報たなぐら　19. ４. １19. ４. １（（２２））

　

19
年
度
の
わ
が
国
の
経
済
見
通
し
は
、
世
界
経

済
の
着
実
な
回
復
が
続
く
中
、
企
業
部
門
・
家
計

部
門
と
も
に
改
善
が
続
き
、
物
価
の
安
定
の
下
で

の
自
立
的
・
持
続
的
な
経
済
成
長
が
見
込
ま
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
、
政
府
は
国
内

総
生
産
の
実
質
成
長
率
を
２
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に

な
る
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
国
の
19
年
度
一
般
会
計
の

予
算
規
模
は
、
対
前
年
度
比
４
パ
ー
セ
ン
ト
増
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
地
方
財
政
計
画
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
り
ま
す
が
、
地
方
一
般

歳
出
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
関
係
等
の
自
然

増
が
あ
る
中
で
厳
し
く
見
直
さ
れ
、
対
前
年
度
比

１
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
減
に
抑
制
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
に
つ
き
ま
し
て

は
、
法
定
率
分
を
堅
持
し
、
総
額
が
確
保
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
全
国
出
口
ベ
ー
ス
で
対

前
年
度
比
４
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
額
と
な
り
、

地
方
に
と
っ
て
は
極
め
て
厳
し
い
内
容
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

本
町
の
19
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
国
の
予
算
編
成
基
本
方
針
と
地
方
財
政
計
画

の
内
容
な
ら
び
に
、
県
の
市
町
村
予
算
編
成
指
針

を
踏
ま
え
18
年
度
決
算
見
込
み
に
基
づ
き
編
成
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
特
に
地
方
交
付
税
及
び

臨
時
財
政
対
策
債
の
大
幅
な
減
額
な
ど
厳
し
い
財

政
事
情
で
は
あ
り
ま
す
が
、
行
財
政
改
革
に
よ
り

人
件
費
を
は
じ
め
事
務
事
業
の
見
直
し
等
の
歳
出

削
減
に
取
り
組
む
一
方
、
第
５
次
棚
倉
町
振
興
計

画
に
掲
げ
た
重
点
事
業
並
び
に
諸
施
策
を
積
極
的

に
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、

尚
一
層
の
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成19年度

当初予算

自
然
・
歴
史

自
然
・
歴
史  

人
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
…

人
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
…

町
の
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

棚倉町長

藤　田　幸　治



（３）広報たなぐら　19. ４. １

町税
19億7,887万8千円
40.7％

地方交付税
11億44万9千円
22.6％

民生費
10億２,809万2千円
21.1％

教育費
8億256万6千円
16.5％

総務費
7億6,676万4千円　15.8％

衛生費
6億1,034万6千円
12.6％

公債費
6億491万9千円
12.4％

土木費
4億1,295万6千円　8.5％

消防費
2億5,422万1千円　5.2％

農林水産業費
1億5,103万円　3.1％

商工費
1億2,973万円　2.7％

議会費
9,315万9千円
1.9％
その他
1,021万7千円
0.2％

繰入金
3億7,953万3千円
7.8％

町債
2億3,320万円　4.8％

諸収入
2億655万6千円　4.3％

県支出金
2億5,188万9千円
5.2％

国庫支出金
2億4,060万9千円　4.9％

地方譲与税
8,168万4千円　1.7％

地方消費税交付金
1億7,254万5千円　3.5％ その他

2億1,865万7千円　
4.5％

一般会計予算48億6,400万円の内訳

一般会計予算性質別予算額

歳入歳出

120

人件費
12億4,831万6千円
25.7％

補助費等
8億1,707万7千円
16.8％

物件費
6億6,675万1千円
13.7％

繰出金
6億3,567万8千円
13.1％

公債費
6億491万9千円
12.4％

普通建設事業費　1億9,463万8千円　4.0％

義務的経費その他の経費

扶助費
5億1,935万4千円
10.7％

出資金・貸付金　６,000万円　1.2％

維持補修費
8,379万4千円　1.7％

その他
3，347万3千円
0.7％

投資的経費

（％は構成比）

会計名 予算額
国民健康保険 1,581,778
老人保健 1,507,323
介護保険 735,480
簡易水道事業 40,171
公共下水道事業 333,985
農業集落排水事業 69,445
宅地用地取得造成事業 7,176
霊園整備事業 846

収益的収支
収入 420,465
支出 406,588

資本的収支
収入 66,468
支出 223,971

特　別　会　計

上水道事業会計

（単位：千円）

（単位：千円）

一般会計における

町民１人あたりの行政経費
（平成19年3月1日現在　人口15,854人）

306,800円

総務費 民生費 衛生費 土木費

48,364円 64,848円 38,498円 26,047円

消防費 教育費 公債費
議会費・　
　　労働費
農林水産業費
商工業費など

24,230円

16,035円 50,622円 38,156円

●平成19年度　当初予算●
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幼
児
教
育
は
、
人
間
形
成
の
基
礎

を
培
う
重
要
な
時
期
で
あ
り
、
教
育

環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
特
に
子

育
て
支
援
の
充
実
施
策
と
し
て
、
保

育
に
欠
け
る
園
児
を
対
象
と
し
た
預

か
り
保
育
を
棚
倉
幼
稚
園
に
お
い
て

行
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い

て
、四
月
か
ら
幼
稚
園
、

小
学
校
に
お
い
て
二
学

期
制
を
取
り
入
れ
、
時

間
的
・
精
神
的
な
ゆ
と

り
の
中
で
学
習
に
取
り

組
む
体
制
づ
く
り
や
新
た
に
配
置
す

る
学
校
教
育
指
導
員
に
よ
る
教
育
現

場
の
指
導
強
化
と
学
校
耐
震
対
策
に

努
め
ま
す
。

　

生
涯
学
習
事
業
に
お
い
て
は
、
多

様
化
・
高
度
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、
引
き
続
き

高
齢
者
学
級
・
寿
大
学
等
、

様
々
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
各
種
学
級
や
講
座
の

開
催
と
と
も
に
各
文
化
団

体
へ
の
支
援
活
動
も
積
極

的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

輝
き
つ
づ
け
る
人
づ
く
り

　

児
童
福
祉
、
母
子
保
健
事
業
は
少

子
化
の
進
行
や
子
育
て
支
援
に
対
応

す
る
た
め
、
保
育
事
業
の
積
極
的
な

支
援
や
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

を
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
や
、
妊

産
婦
・
乳
幼
児
の
健
康
診
査
、
育
児

相
談
等
を
医
療
機
関
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら

実
施
し
ま
す
。

　

保
健
事
業
は
、
健
康

の
保
持
と
疾し
っ
ぺ
い病
の
早
期

発
見
の
た
め
、
基
本
健

康
診
査
や
各
種
が
ん
検

診
等
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、「
健

康
た
な
ぐ
ら
21
計
画
」
に
掲
げ
る
、

健
康
で
生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
健

康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
、
自
ら
の
健

康
は
自
ら
が
つ
く
る
こ
と
を
生
活
の

中
に
習
慣
付
け
る
健
康
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
は
、
重
度
医

療
費
の
助
成
を
は
じ
め
、
日
常

生
活
用
具
の
給
付
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
方
が
自
立
し
た
社
会
生

活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
推
進
を
し
て
い
き
ま
す
。

共
に
生
き
る
ふ
れ
あ
い
づ
く
り

●平成19年度　当初予算●

総務費
情報管理費
ルネサンス棚倉施設維持管理事業
地域交通対策費
交通安全・防犯施設整備事業

3,942万1千円
2,028万9千円
1,644万4千円
695万3千円

■主な重点事業（目的別）■

民生費
保育所運営費
児童手当費
重度心身障害者医療費
老人保護措置事業
介護予防・地域支え合い事業
社会福祉法人助成事業
敬老事業費
特別保育事業

1億8,599万3千円
1億4,377万円
2,975万4千円
1,356万6千円
1,009万5千円
2,048万4千円
1,165万6千円

980万円

衛生費
東白衛生組合負担金
水資源対策費
各種住民検診事業
乳幼児医療助成事業
浄化槽設置整備事業
予防接種事業

1億9,772万4千円
1億5,993万4千円
3,864万7千円
3,946万5千円
2,419万5千円
1,229万7千円

農林水産業費
農業振興補助事業
保全松林健全化整備事業
農業施設維持管理事業
水田営農対策事業

1,059万2千円
428万円

572万9千円
223万4千円

商工費
金融対策費
商工団体助成事業
観光施設管理事業
祭り事業助成金

6,330万2千円
871万2千円
707万1千円
535万5千円

土木費
中心市街地整備事業
道路維持補修費
町単独道路整備事業
住宅維持管理事業
公園維持管理事業（街区・近隣）

7,021万3千円
5,007万1千円
1,904万2千円
1,636万8千円

745万円

消防費
白河広域圏常備消防負担金
消防団運営事業
消防施設整備・維持管理事業

1億8,919万3千円
1,914万4千円
1,125万9千円

教育費
中学校施設維持管理事業
小学校施設維持管理事業
体育施設維持管理事業
文化センター自主事業
送迎バス運行事業
語学指導外国青年招致事業

1,917万4千円
2,682万5千円
2,383万8千円
1,360万2千円
1,056万4千円
1,020万8千円

▲耐震対策された校舎で元気
　に学ぶ児童

▲各種検診等の保健事業を実
　施します



（５）広報たなぐら　19. ４. １

　

農
業
の
振
興
は
、
農
業
生
産
体
制

と
農
業
基
盤
の
充
実
を
図
る
た
め
、

意
欲
あ
る
担
い
手
の
育
成
確
保
や
優

良
農
地
の
保
全
に
努
め
、
魅
力
と
活

力
あ
る
農
業
の
確
立
を
目
指
し
ま

す
。ま
た
、本
町
の
振
興
作
物
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
に
つ
い
て
、
棚
倉
町
の
特
産

品
と
し
て
定
着
さ
せ
る

た
め
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

加
工
所
の
整
備
に
要
す

る
費
用
を
助
成
い
た
し

ま
す
。

　

林
業
の
振
興
は
、
担

い
手
の
減
少
や
高
齢
化

な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
引
き
続
き

松
く
い
虫
防
除
や
除
・

間
伐
事
業
を
計
画
的
に
推
進
し
、
森

林
資
源
の
保
全
と
水
源
涵か
ん
よ
う養
に
努
め

ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
は
、「
棚
倉
町
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
に
掲

げ
た
目
標
実
現
の
た
め
、
関
係
団
体

と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
街
中
へ

の
顧
客
の
還
流
を
図
る

と
と
も
に
、
観
光
の
Ｐ

Ｒ
活
動
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
企
業

誘
致
に
つ
い
て
は
、
広

く
情
報
収
集
に
努
め
、

企
業
の
求
め
る
条
件
を

的
確
に
把
握
し
、
引
き

続
き
企
業
誘
致
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

人
・
物
の
流
れ
を
つ
く
る
産
業
づ
く
り

　

上
水
道
は
、
安
定
供
給
の
維
持
、

継
続
を
図
る
た
め
、
老
朽
管
の
更
新

事
業
や
老
朽
化
の
激
し
い
仁
公
儀
、

下
山
本
、
流
地
区
の
布

設
替
え
工
事
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

下
水
道
は
、水
白
田
、

観
音
向
及
び
馬
場
地
区

を
継
続
し
て
整
備
す
る

計
画
で
す
。
接
続
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
理
解
を
求
め
る

と
と
も
に
、
接
続
工
事
等
に
か
か
る

資
金
の
あ
っ
せ
ん
制
度
を
新
た
に
創

設
し
、
接
続
へ
の
便
宜
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
整
備

区
域
外
の
区
域
の
方
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
浄
化
槽
設
置
の

助
成
を
行
い
、
全
町
水
洗
化
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

豊
か
な
水
と
緑
の
く
ら
し
づ
く
り

　

町
道
の
整
備
は
継
続
事
業
で
あ
る

風
呂
ヶ
沢
堤
線
の
排
水
路
工
事
や
、

新
町
下
町
線
側
溝
修
繕

工
事
等
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
適
切
な
箇
所

選
定
を
行
い
、
生
活
関

連
道
路
の
整
備
推
進
に

努
め
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
は
、

町
民
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
自

己
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
し

責
任
を
担
う
社
会
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

安
心
・
快
適
な
社
会
基
盤
づ
く
り

　

住
民
参
加
の
町
づ
く
り
は
、
各
分

野
に
お
い
て
住
民
の
参
加
を
得
て
推

進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
地
方

分
権
や
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
厳

し
い
財
政
事
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、
よ
り
一
層
の
住
民

参
加
と
協
働
に
つ
い
て

合
意
形
成
を
図
り
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
推
進
を
図
る
た

め
、
各
行
政
区
等
が
主

体
と
な
っ
て
整
備
し
た

集
会
施
設
の
修
繕
事
業
に
、
補
助
制

度
を
創
設
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
交
流
は
、
今
年
度
も
レ
イ
ク

マ
コ
ー
リ
ー
市
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
事
業
と
し
て
生
徒
の
派
遣
を
予
定

し
て
お
り
、
さ
ら
に
レ
イ
ク
マ
コ
ー

リ
ー
市
か
ら
も
生
徒
が

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
訪
れ

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

よ
り
交
流
が
深
ま
り
、

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
国

際
交
流
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

協
働
と
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

●平成19年度　当初予算●

▲昨年度整備された福井
　地内の排水路

▲今年度も中学生がホームス　
　テイします



イベント

十
万
石
棚
倉
城
ま
つ
り
開
催

4

14

棚
倉
城
に
ち
な
ん
だ
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
の
ほ
か
、
町
内
小
学
生
に
よ
る

鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
や
棚
倉
中
学
校

吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
、
川
越
藩
お

里
帰
り
イ
ベ
ン
ト
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
ま
つ
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
内
に
は
特
設
ス
テ
ー

ジ
や
野の
だ
て点
、
売
店
な
ど
が
設
け
ら
れ

ま
す
の
で
、
ご
家
族
や
仲
間
で
春
の

　

春
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
十
万
石

棚
倉
城
ま
つ
り
」
が
、
桜
の
名
所
・

亀
ヶ
城
公
園
（
棚
倉
城
跡
）・
城
跡

多
目
的
広
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
「
お
国
替
え
駕
籠
競
争
」
や
「
餅

つ
ぶ
て
御
前
試
合
」
な
ど
十
万
石
の

午
前
10
時
45
分
〜
午
後
７
時

小
学
校
鼓
笛
隊
町
内
パ
レ
ー
ド

午
前
11
時
〜
棚
倉
駅
出
発

スケジュール

15

14

日

㈯

15

日

㈰

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

ひ
と
時
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

夜
に
は
園
内
の
桜
が
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
素
敵
な
夜
桜
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

㈯

㈰

選挙

選挙管理委員会

☎33‒2111

参
議
院
福
島
県
選
出
議
員

　
　

補
欠
選
挙
の
投
票
日
で
す
お問い合わせ

4

22

投

票

日

４
月
22
日
㈰

投

票

時

午
前
７
時
〜

　
　
　

午
後
７
時
ま
で

（
戸
中
投
票
所
は
午
後

５
時
ま
で
）

間

投

票

で

　

昭
和
62
年
４
月
23
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
平
成
19
年
１
月
４
日

ま
で
に
棚
倉
町
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
棚
倉
町
に

住
ん
で
い
る
方
。

き

る

方

そ

の

他

　

平
成
19
年
３
月
17
日
以
降
に
投

票
区
を
異
に
す
る
町
内
に
転
居
さ

投

票

で

４
月
６
日
㈮
〜
21
日
㈯

投

票

時

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
ま
で

間

期
日
前
投
票

場

所棚
倉
町
役
場
２
階
第
４
会
議
室

（
土
日
は
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
）

れ
た
方
は
、
入
場
券
を
確
認
の
う

え
、
前
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
住
所
地
で
の

投
票
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
で
投
票
に
行
け
な
い
方
は
期
日

前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

は
㈰

広報たなぐら　19. ４. １（６）広報たなぐら　19. ４. １（６）

き

る

期

間
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環境

住民課消防環境係

☎33‒2116

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

申し込み
お問い合わせ

　

町
で
は
、
良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
と
町

民
の
誇
れ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
等
を
実
施
し

て
い
た
だ
け
る
町
民
及
び
団
体
等
に
対
し
、

次
に
よ
り
支
援
い
た
し
ま
す
。

対

象

と

な

る

活

動

●
公
園
、
広
場
、
道
路
、
河
川
等
に
お

け
る
ご
み
拾
い
及
び
清
掃

●
ポ
イ
捨
て
防
止
及
び
飼
い
犬
等
の
ふ

ん
の
後
始
末
の
啓
発
等

支

援

の

内

容

●
指
定
ゴ
ミ
袋
の
支
給

●
清
掃
グ
ッ
ズ（
ご
み
ば
さ
み
、ほ
う
き
、

ち
り
と
り
等
）
の
貸
し
出
し

●
そ
の
他
活
動
に
対
す
る
支
援
（
協
議

に
よ
る
）

支

援

を

受

け

る

に

①
簡
単
な
申
請
に
よ
り
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登

録
を
す
る
。（
団
体
で
も
個
人
で
も
可
）

②
登
録
証
の
交
付
を
受
け
る
。

③
支
援
品
の
申
し
込
み
を
す
る
。

（
簡
単
な
申
請
書
を
記
入
）

④
活
動
実
施
報
告
を
す
る
。（
と
て
も
簡
単
な
報
告

書
で
す
）

　

次
回
の
活
動
か
ら
は
、
登
録
証
を
提
示
し
て
③
④

の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

は

子

供

か

ら

　

幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
に
は
、「
環
境
ま
も
レ

ン
ジ
ャ
ー
登
録
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

　

こ
の
登
録
証
は
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
な
っ
て

お
り
、
活
動
報
告
１
回
に
つ
き
ス
タ
ン
プ
を
１
個

押
し
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
が
５
個
集
ま
る
と
ス
テ
キ

な
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
登
録
は
、
保
護
者
（
団
体
の
場

合
は
代
表
の
保
護
者
）
同
伴
と
し
ま
す
。

参

加

で

き

ま

す

～
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
～

ボランティア活動報告1回につきスタンプ1つ押します。

登録No.

氏 名

※指定袋等の申請の際には本証を提示してください。

棚倉町長　藤田　幸治　印

年　　月　　日交付

おもて

うら
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　新たに上水道を利用する方から徴収している接
続分担金が、平成19年4 月 1 日より次のとおり変
わります。
　これまでの分担金は、昭和42年に棚倉町上水道
布設工事分担金徴収条例を制定して以来、毎年
1,500円を加算し、現在では 63,000円（60,000 円に
100分の105を乗じて得た額）となっており、給水
口径（水道メーターの大きさ）の大小にかかわら
ず、一律同額にて徴収してきました。
　しかしながら、大きい給水口径での給水が確保
されるためには、上水道本管布設工事に対する費
用も相応に費やされることから、次の表のとおり
給水口径別により徴収することになりました。
　なお、給水口径を変更する場合は、次の表によ
る分担金の額の変更前と変更後に応じた差額が徴
収されます。

　町では、下水道事業受益者負担金や農業集落排
水施設分担金の納付に要する資金について、排水
設備工事を実施する条件で、融資のあっせんを行
います。
　また、水洗化促進を目的に下水道等に接続する
排水設備工事に必要な資金についても融資のあっ
せんを行います。
　融資の限度額は、相方合わせて80万円です。
　融資のあっせんを受けるには、連帯保証人が必
要等諸条件があります。

　４月末から５月上旬にかけて、定期のメーター
検針を行いますので、スムーズな検針にご協力を
お願いします。

　平成19年4 月 1 日から、公共下水道及び農業集
落排水の使用料が次の表のように変わります。
　なお、平成19年３月から引き続き使用されて
いる方の料金は、平成19年４月～５月に行う検針
による料金まで旧料金となります。
　平成19年4月1日以降に使用を開始された方は、
新料金となります。

基本料金
（２ケ月）

基本汚水量 旧料金 新料金
20㎥ 2,520円 2,646円

超過料金

汚水量 1㎥につき 1㎥につき
21～40㎥ 136.5円 142.8円
41～100㎥ 147.0円 155.4円
101～200㎥ 157.5円 165.9円
201㎥以上 168.0円 176.4円

■申請に必要な事項
・設置を予定している方の住所、氏名、電話番号
・設置を予定している場所
・建築予定延べ面積（㎡）

水道通信下上 ■お問い合わせ　
上下水道課☎33‒2119

上水道に接続するための
分担金の額が変わります

水道メーター検針を行います

下水道の使用料が変わります

給水口径
（水道メーターの大きさ） 分担金の額

13㎜ 67,200円　
20㎜ 79,800円　
25㎜ 231,000円　
30㎜ 336,000円　
40㎜ 598,500円　
50㎜ 934,500円　
75㎜ 2,100,000円　
100㎜ 3,727,500円　

100㎜を超える口径については管理者が別に定
める額とする

棚倉町下水道事業受益者負担金及び排水設備
等整備資金融資あっせん制度を創設します

※金額には消費税及び地方消費税が含まれています。

　町では、浄化槽を設置した方に対し、補助金を
交付しています。交付される補助金の額は、設置
人槽によって異なります。
　補助対象地域は、公共下水道事業認可区域及び
逆川地区農業集落排水事業区域を除く地域となり
ます。
　なお、補助金の額は平成19年4 月 1 日から次の
表のように変わります。

※金額には消費税及び地方消費税が含まれています。

新たに浄化槽を設置される方へ

設置人槽 補助金の額
5人槽　　 332,000円
6～7人槽 414,000円
8～10人槽 548,000円

※10人槽の設置は、延床面積が130㎡を超え、浴槽及び
台所が2箇所以上ある住宅について適用されます。
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お問い合わせ　保健福祉センター
　　　　　　　健康福祉課　健康づくり係
　　　　　　　　　　　　　☎33−7801

４月の当番医 ５月の当番医
日 医療機関名 電話番号 日 医療機関名 電話番号

１日㈰ 藤 田 医 院 33−2013 ３日㈭ 塙 厚 生 病 院 43−1145

８日㈰ あらまちクリニック 33−8018 ４日㈮ 大 木 医 院 33−2424

15日㈰ おおひら整形外科
ク リ ニ ッ ク 33−9468 ５日㈯ 東白川中央病院 33−3263

22日㈰ 杉 山 胃 腸 科 外
科 皮 膚 科 33−7551 ６日㈰ 藤 田 医 院 33−2013

29日㈰ 和 田 医 院 33−2012 13日㈰ あらまちクリニック 33−8018

30日㈪ 勝 田 医 院 33−3008 20日㈰ おおひら整形外科
ク リ ニ ッ ク 33−9468

27日㈰ 杉 山 胃 腸 科 外
科 皮 膚 科 33−7551

区　分 実施日 受付時間 対象児 会場
９〜10か月児
健 康 診 査 ４月11日㈬ 午後1時～

　１時20分 ９〜10か月児 保健福祉
センター

◆持参するもの：母子健康手帳、アンケート

◆乳幼児健康診査

　妊娠とわかったらすぐに母子健康手帳の交付
を受けましょう。
◆交付月日　４月６日㈮・13日㈮・20日㈮
　　　　　　27日㈮に保健福祉センターで交付         
　　　　　　します。
◆交付時間　午後４時〜４時30分

　健康たなぐら 21 計画、町民アンケートの成
人で毎日飲酒する 18％、更に 1 回の飲酒量は 2
合以上が 37％に達しております。このことは、
年々肝臓機能異常を指摘される方が増加して
きております。様々な原因がありますが、飲酒
が最も多い様です。
　昔から ｢ お酒は、百薬の長 ｣ と言われ、小量
の飲酒であれば食欲増進やストレス緩和作用
がありますが多く飲み続けると、肝臓・胃・神
経などに障害がでます。それでは、上手なお酒
の飲み方は、晩酌なら日本酒で１合、ビールで
１本、焼酎やウィスキーではダブルで１杯まで
が良いでしょう。また、週に２日は休肝日をつ
くることが大切です。
　アルコールは ｢ 肝臓 ｣ で消化されますが、肝
臓の機能が相当低下しないと自覚症状がでな
い臓器なのです。これらのことから飲酒の量を
ひかえることが一番の予防です。

ア　ル　コ　ー　ル

　お子様、お母さん達の交流の場として、保健
福祉センターを育児開放しますので、ご活用く
ださい。
◆月　日　４月16日㈪“自由遊び”
　　　　　　　23日㈪“自由遊び”
◆時　間　午前９時〜正午
◆開放する部屋　検診室と健康増進室

おいでよ“ワイワイ広場”へ

◆休日当番医

◆持参するもの：母子健康手帳、予診票（必要事項を記入してく
ださい。）

◆ポリオ予防接種
実施日 対象地区 受付時間 対象児 会場

４月12日㈭ １区～９区

午後１時
〜１時20分

生後３か月以上90か月未満
受け方

春１回、秋１回

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

４月24日㈫ 10区～15区
高野地区

５月10日㈭ 社川、近津、
山岡地区

５月29日㈫ 全地区

◆持参するもの：母子健康手帳、予診票（必要事項を記入してく
ださい。）

◆ＢＣＧ予防接種

母子健康手帳の交付

　今月は“お花見”を行います。
◆月　日　４月19日㈭　午前10時～11時30分
◆場　所　棚倉城跡（棚倉町立図書館前）
◆内　容　お花見
◆持参するもの　おやつ、飲み物、レジャーシー

ト、タオルなど
◆雨天の時　保健センターで「スライム作り」

育児サークルおひさまクラブ情報
実施日 受付時間 対象児 会　場

４月26日㈭ 午後１時
〜１時20分 生後３か月以上6か月未満

保健福祉
センター

　三種混合予防接種は、予防接種法に基き ､ 定期の予防接種と
して、下記のとおり接種の時期と間隔が定められています。そ
のため、予防接種の間隔を守って接種して下さい。
◆接種年齢　生後3か月～7歳6か月未満
◆接種回数

三種混合予防接種

接種の回数 接種の間隔
1 期 3 回 ３～８週間隔で接種
1 期追加 1 回 １期終了後 6 か月以上の間隔をおいて接種

　１期の接種間隔が８週を超えた場合は、任意接種となります。平成
19 年 4 月 1 日から接種希望の方は、同意書が必要となりますので、接
種前に必ず保健福祉センターにお越し下さい。自己負担はありません。

接種間隔を超えた方へ



広報たなぐら　19. ４. １（10）

　

四
月
か
ら
、
七
十
歳
未
満
の

方
が
入
院
し
た
と
き
、
一
医
療

機
関
に
お
け
る
一
か
月
間
の
療

養
費
の
支
払
い
は
、
自
己
負
担

限
度
額
（
別
表
）
ま
で
で
済
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
一
旦
医
療
機

関
に
支
払
っ
た
後
に
、
保
険

者
（
町
）
に
申
請
し
、
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
高
額

療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
後
は
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
分
の
療
養
費

は
、
保
険
者
（
町
）
が
医
療

機
関
に
直
接
支
払
う
こ
と
に
な

り
、
患
者
の
窓
口
で
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
、
支
給
申
請
手
続
き

も
必
要
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
受
け
る
た
め
に

は
、
予
め
役
場
で
「
限
度
額
適

用
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
、

医
療
機
関
に
提
示
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。（「
限
度
額
認
定

証
」
が
な
い
場
合
は
、
従
来
ど

お
り
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。）

表
の
と
お
り
所
得
区
分
に
よ
っ

て
限
度
額
が
違
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

出
産
費
用
の
支
払
い
の
一
時

的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
が
、
医
療
機
関
等
で
出
産

す
る
場
合
に
、
出
産
育
児
一
時

金
の
「
受
取
代
理
制
度
」（
医

療
機
関
等
へ
直
接
支
払
う
制

度
）
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る

と
、
医
療
機
関
等
の
請
求
額
が

三
十
五
万
円
を
超
え
る
場
合
、

そ
の
差
額
の
み
を
支
払
う
だ
け

で
済
み
ま
す
。
な
お
、
請
求
額

が
三
十
五
万
円
未
満
の
場
合

は
、
差
額
を
申
請
者
に
支
給
し

ま
す
。

七
十
歳
未
満
の
方
が
入
院

し
た
場
合
の
高
額
療
養
費

の
支
払
方
法
の
変
更

住民課国保年金係　☎33－2116

注　

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納

が
あ
る
場
合
は
原
則
、
交
付

で
き
ま
せ
ん
。

申　

国
民
健
康
保
険
証
及
び
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
役
場
住

民
課
・
国
保
年
金
係
（
③
番

カ
ウ
ン
タ
ー
）
で
申
請
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

請

方

法

70歳未満の自己負担額

所得区分 1ヶ月の自己負担限度額

上位所得者 150,000円＋（医療費－500,000円）×1％

一　　　般 80,100円＋（医療費－267,000円）×1％

住民税非課税
世 帯 の 方 35,400円

手①
役
場
住
民
課
・
国
保
年
金

係
の
窓
口
で
「
国
民
健
康
保

険
出
産
育
児
一
時
金
支
給
申

請
書
（
事
前
申
請
用
）」
を

受
け
取
り
ま
す
。

②
出
産
予
定
日
の
一
か
月
以

内
に
、
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
載
し
役
場
に
提
出
し
ま

す
。（
申
請
書
に
は
、
医
療

機
関
等
が
記
載
・
押
印
す
る

箇
所
が
あ
り
ま
す
。）

続

き

の

出
産
育
児
一
時
金
「
受
取

代
理
制
度
」
が
利
用
で
き

ま
す

方

法

注・
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納

が
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
納

税
相
談
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

・
医
療
機
関
等
に
よ
っ
て
対

応
し
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
医
療
機
関

等
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

持　

国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、

母
子
健
康
手
帳
等
出
産
予
定

日
を
証
明
す
る
書
類

参

す

る

も

の
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病
気
の
予
防
対
策
に
は
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
や
環
境

改
善
等
に
よ
り
、
病
気
の
発

生
そ
の
も
の
を
予
防
す
る『
一

次
予
防
』、病
気
を
早
期
発
見
・

早
期
治
療
す
る
こ
と
に
よ
り
、

病
気
が
進
行
し
な
い
う
ち
に

治
療
す
る
『
二
次
予
防
』、
適

切
な
治
療
に
よ
り
、
病
気
や

障
害
の
進
行
を
防
止
す
る『
三

次
予
防
』
が
あ
り
ま
す
。
健

康
診
断
は
『
二
次
予
防
』
に

あ
た
り
ま
す
。
私
た
ち
の
体

は
一
日
一
日
変
化
し
て
い
ま

す
。
毎
日
の
生
活
の
積
み
重

ね
が
体
を
変
化
さ
せ
て
い
ま

す
。
近
年
、『
生
活
習
慣
病
』

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
生
活

習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
の
な

い
ま
ま
に
進
行
し
て
い
き
ま

す
。「
ま
だ
若
い
か
ら
、
何
の

症
状
も
な
い
か
ら
大
丈
夫
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と

で
、

①
自
分
自
身
の
健
康
状
態
を

知
り
、
生
活
習
慣
の
改
善

に
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

②
将
来
病
気
に
な
る
か
も
し

保健師の保健師の
健康ノート

健康管理の第１歩

定期健康診断の

すすめ

れ
な
い
心
身
の
異
常
因
子

等
を
、
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

③
自
覚
症
状
が
無
く
潜
ん
で

い
る
病
気
（
危
険
因
子
や

早
期
が
ん
）
を
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

健
康
診
断
の
結
果
、
精
密

検
査
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た

場
合
に
は
、
早
期
に
医
療
機

関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。「
自

覚
症
状
が
な
い
か
ら
、
受
診

し
な
い
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
診
断
を
受
け
た
目
的
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
異
常
な
し
の
判
定

で
あ
っ
て
も
、
検
査
値
が

年
々
ど
う
変
化
し
て
い
る
の

か
に
注
目
し
、「
結
果
が
悪
く

な
っ
た
の
は
い
つ
か
ら
？
」

「
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
た

か
な
？
」「
何
に
注
意
す
れ
ば

良
い
だ
ろ
う
？
」
等
、
日
々

の
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、

必
要
な
生
活
習
慣
改
善
に
取

り
組
む
こ
と
が
、
と
て
も
大

切
で
す
。

　

町
で
は
平
成
18
年
３
月

に
、『
健
康
た
な
ぐ
ら
21
計
画
』

を
策
定
し
、『
健
康
で
明
る
い

未
来
を
築
く
町　

た
な
ぐ
ら
』

を
目
指
し
、
す
べ
て
の
世
代

を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
運
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

近
年
、
住
民
定
期
健
康
診

査
の
受
診
率
は
、
横
ば
い
か

ら
低
下
し
て
い
る
状
況
で
す
。

年
に
一
度
は
自
分
自
身
の
身

体
・
生
活
習
慣
の
総
点
検

を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
？

生活習慣病における
町民の日常生活での取り組み

成 人 の 取 り 組 み

１．定期的に基本健康診査、各種がん検診を受
けます！

２．自分の生活習慣病を振り返り、生活習慣改
善の方法をみつけます！

３．生活習慣病についての知識と予防方法を学
び実践します！

子 ど も と 子 育 て

１．生活習慣と病気との関連について、家庭で
も教えます！

２．乳幼児健康診査を忘れずに受診します！

家 庭 の 取 り 組 み

健康たなぐら21計画
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平
成
19
年
度
各
種
学
級
・
講
座
の

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集
！

※
半
分
以
上
出
席
で
き
る
方

■
申
し
込
み
期
限　

４
月
20
日
㈮
ま
で

■
申
し
込
み
先　
　

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係
（
町
文
化
セ

　
　
　
　
　
　
　
　

ン
タ
ー
内
）
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
33–

０
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
33–

９
６
１
１

◆対象者・募集定員

　町内の小学生とその親、50名
◆主な内容

　ハイキング、料理、創作活動など、
親子で一緒の体験活動

◆学習日・学習時間

　５月～１月（月１回、日曜日）
　午前９：30～正午
◆会　場　町文化センター、野外

◆対象者・募集定員

　女性、35 名
◆主な内容

　各種講義、料理、工芸、視察研修など
◆学習日・学習時間

　５月～１月（月１回、火曜日）
　午前9：30～正午
◆会　場　町文化センター等

女性セミナー

◆対象者・募集定員

　一般、35 名
◆主な内容

　町内の埋蔵文化財中心の歴史講座等
◆学習日・学習時間

　６月～３月（月１回）
　午後1：30～3：30
◆会　場　町文化センター等

ふるさと学級

申
し
込
み
方
法

◆対象者・募集定員

　小学３年生～６年生、30名
◆主な内容

　野外活動、創作活動、自然体験など
◆学習日・学習時間

　５月～１月（月１回、土曜日）
　午前9：30～正午
◆会　場　町文化センター、野外

くらびキッズ 親子ふれあい教室

◆対象者・募集定員

　一般、30名
◆主な内容

　身近な食材を使い、季節に合った料
理を楽しく学ぶ講座

◆学習日・学習時間

　５月～ 12月（毎月第３木曜日）
　午後6：30～9：00
◆会　場　町文化センター・調理実習室

エプロン楽園（料理教室）

◆対象者・募集定員
　一般（初心者）、各コース10名
◆主な内容
　①ワープロコース … ワープロソフト「ワード」の基

本的な使い方
　②表計算コース … 表計算ソフト「エクセル」の基本

的な使い方
◆学習日・学習時間
　①ワープロコース…６月の毎週木曜日、全４回
　②表計算コース…７月の毎週木曜日、全４回
　①、②とも午後6：30～9：00
◆会　場　町文化センター・体験学習室
※テキスト代（1,200円程度）がかかります。

パソコン教室

◆対象者・募集定員

　一般、25名
◆主な内容

　草花の栽培・管理、フラワーアレン
ジメントなど

◆学習日・学習時間

　５・６・８・10・11月（年５回、金曜日）
　午後1：20～3：00
◆会　場　東白川農商高等学校

ガーデニング教室



（13）広報たなぐら　19. ４. １

●倉美館情報●
棚倉町文化センター　電話 0247-33-9610（お問い合わせ、チケット予約専用）

日　　時 事　業　名　及　び　内　容 チケット料金（税込） 主    催

６月23日㈯
（一般の部）
開場　13：30
開演　14：00

幼稚園親子演劇鑑賞教室幼稚園親子演劇鑑賞教室

劇団ポプラ『シンドバッドの大冒険劇団ポプラ『シンドバッドの大冒険』
★５月12日㈯午前９時より電話予約受付開始（初日は電話
のみ受付。電話一回につき４席まで予約可）

全席指定
大人　　2,500円
小人（3才～中学生）
　　　　 1,000円

棚倉町教育
委 員 会

・
倉 美 館
運 営 協 会

６月26日㈫

開場　18：00
開演　18：30

平成１９年度松竹特別公演
怪談『牡丹燈籠(ぼたんどうろう)』
豪華キャストでお送りいたします。
多数のご来場をお待ちしておりま
す。
出演　池内淳子・前田　吟
　　　坂口良子・川野太郎ほか
★４月14日㈯午前９時より電話予
約受付開始（初日は電話のみ受付。
電話一回につき４席まで予約可）

全席指定
5,000円 倉 美 館

運 営 協 会

７月29日㈰
開場　17：30
開演　18：00

ヒーリング・クラシックス
バラホフスキーとノヴォシビルスク室内合奏団
「ノクターン」「タイスの瞑想曲」
「ツィゴイネルワイゼン」など、さ
わやかに心に響く名曲集。癒しのク
ラシック選集をお楽しみください。
★４月 21日㈯午前９時より電話予
約受付開始（初日は電話のみ受付。
電話一回につき４席まで予約可）

全席指定
3,500円

※未就学児のご
入場はできませ
ん。

光 藍 社
・

倉 美 館
運 営 協 会

☆予約開始初日は、午前９時より午後５時まで電話のみの受付（１回の電話につき４席まで予約可）のため、初日だけ
は来館されても予約・販売はいたしません。休館日は、毎週月曜日・祝日です。

☆購入後の返金及び交換は一切できません。公演名、日時、座席番号などを必ずご確認の上、お買い求めください。
☆チケット購入は予約をした翌日から概ね10日以内に購入してください。

お
は

イム
お
は

イム
お
は

イム

日時 12日（木）午後３時～３時３０分12日（木）午後３時～３時３０分

おは
なし会おは
なし会

おは
なし会

日時 28日（土）午前10時～１１時28日（土）午前10時～１１時

場所 こどもとしょかん「ラビット」こどもとしょかん「ラビット」

図書館だより図書館だより図書館だより 図書館　☎33－4342

種類別 貸出数 貸出期間

図書・紙芝居

雑誌

5冊

（うち雑誌は2冊以内）

14日以内

（雑誌は5日以内）

ビデオ・DVD 1点 5 日以内
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マ
ッ
チ
一
本
火
事
の
も
と

　

二
月
二
十
八
日
、
高
野
幼
稚
園

児
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
防
火
パ
レ
ー
ド
は
三
月
一

日
か
ら
始
ま
っ
た
春
季
全
国
火
災

予
防
運
動
の
一
環
で
、
高
野
幼
稚

園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
山
際
地
区

の
住
民
に
火
の
用
心
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

ま

ち

の

話

題

掲載した写真はさしあげます。

ご希望の方は企画情報課まで!!
また、身近な情報がありましたら、ご連絡

ください。　　企画情報課　☎33－2112

こ
れ
か
ら
も
「
防
火
活
動
」
を

が
ん
ば
り
ま
す
！

　

二
月
二
十
六
日
、
棚
倉
幼
稚

園
で
ピ
ア
ノ
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
ピ
ア
ノ
は
㈶
日
本
防
火

協
会
の
幼
年
消
防
活
動
資
器
材

助
成
事
業
に
よ
っ
て
交
付
さ
れ

た
も
の
で
、
白
河
広
域
消
防
本

部
の
辺
見
消
防
長
か
ら
渡
邉
教

育
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
は
、
早
速
、
交
付
さ
れ

た
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て

園
歌
を
斉
唱
し
、
更
な
る
幼
年

消
防
活
動
の
普
及
・
啓
発
に
努

め
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

二
月
二
十
四
日
、
百
歳
を
迎
え
た
近
藤
カ
ネ
さ
ん

（
舘
ヶ
丘
）
と
三
月
五
日
、
百
歳
を
迎
え
た
高
野
市
郎
さ

ん
（
八
槻
）
に
「
百
歳
高
齢
者
知
事
賀
寿
」
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
県
南
保
健
福
祉
事
務
所
副
所
長
か
ら
知
事

賀
寿
、
ま
た
藤
田
町
長
か
ら
は
賀
寿
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

▲近藤カネさん
▼高野市郎さん
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2月分社川小学校敷地内磁界測定値を報告します

※１ミリガウス
　＝１／1,000ガウス
■お問い合わせ
　商工農林課　
　☎33－2113

測定結果

※「世界保健機関（WHO）」による磁界の許容値は、50,000 ミリガウス以下です

　Ａ地点（体育館裏自動計測器）
最高値

1.2ミリガウス

　Ｂ地点（遊歩道と送電線の
　　　　　　　　一番近い場所）

２月21日手動計測による値
3.6ミリガウス

名
人
に
学
ぼ
う

　

三
月
九
日
、
近
津
小
学
校
で
「
地

域
の
名
人
」
を
招
い
て
陶
芸
教
室

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
陶
芸
教
室
は
三
年
生
の
総

合
的
な
学
習
の
時
間
を
使
い
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
講
師
に
後
藤

隆
男
さ
ん（
寺
山
）を
迎
え
、児
童
は

お
皿
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
陶
芸
に
、
児
童
は
棒

を
使
っ
て
土
を
伸
ば
し
、
そ
れ
ぞ

れ
個
性
的
な
お
皿
を
成
形
し
、「
名

人
」
の
熱
心
な
指
導
の
も
と
、
も

の
を
創
る
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

お
り
が
み
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

　

三
月
七
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、お
り
が
み
サ
ー
ク
ル
「
つ
る
の
会
」

に
よ
る
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

つ
る
の
会
は
毎
月
第
一
水
曜
日
に

活
動
し
お
り
、
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
団

体
で
す
。
今
後
は
、
研
修
会
で
学
ん

だ
こ
と
を
寿
恵
園
や
ワ
イ
ワ
イ
広
場

で
「
お
り
が
み
の
楽
し
さ
」
を
伝
え

て
い
き
ま
す
。

　

お
り
が
み
を
通
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
ち
ら
は
、
防
災
た
な
ぐ
ら
広
報
で
す

　

春
休
み
期
間
中
、
夕
方
五
時
に
放

送
さ
れ
る
防
災
無
線
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

を
担
当
し
た
の
は
、
近
津
小
の
松
本

香
澄
さ
ん
で
す
。

　

三
月
十
四
日
、
録
音
の
た
め
来
庁

し
た
松
本
さ
ん
は
、「
家
で
も
練
習

を
重
ね
、
は
っ
き
り
話
す
こ
と
を
心

が
け
ま
し
た
。
四
月
か
ら
中
学
生
に

な
り
ま
す
が
、
勉
強
と
部
活
を
両
立

し
、
友
達
を
た
く
さ
ん
作
り
た
い
で

す
」
と
、
録
音
の
感
想
と
中
学
校
生

活
の
抱
負
を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

自
衛
隊
入
隊
者
激
励

　

三
月
十
五
日
、
町
役
場
町
長
室

に
お
い
て
、
自
衛
隊
入
隊
予
定
者

激
励
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
へ
入
隊
す
る
の
は
、
下

重
良
之
さ
ん
（
寺
山
）
で
す
。
四

月
か
ら
陸
上
自
衛
隊
二
等
陸
士
と

し
て
郡
山
駐
屯
地
で
勤
務
を
始
め

ま
す
。
病
気
や
け
が
な
ど
に
気
を

つ
け
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
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氏名　須藤　里子　さん
住所　小菅生字若杉
職業　塾経営
趣味　読書

　高橋さんより町民リレーを引き継ぎました須
藤です。社川で珠算教室を開いております。子
供との関わりを持って今年で20年になりました。
先日、社川小学校 3年生の算数の中にあるそろ
ばんの授業をさせていただきに行ってきました。
毎年声をかけてくださり、なかなか味わえない
体験ができることに感謝しております。子供た
ちも真剣に話を聞いてくれて、そろばんに触れ
たことのない子供も 2時間の授業の中で上手に
使えるようになり、楽しく終わることができま
した。その反面、残念に思うことがありました。
それは、そろばんの授業が教科書 4ページだけ
ということでした。そろばんは、昔から計算す
る道具として使われてきた日本の伝統あるもの
です。昔、「読み・書き・そろばん」と唱えられ
た時代もありますが、いつの間にか電卓が普及

し、忘れられるようになってしまいました。やは
り学習の基礎となるのは、「読むこと・書くこと・
計算すること」だと思います。兵庫県尼崎市では、
国の計算特区の認定を受け、珠算の授業を行って
います。初年度は 1校で実験的にスタートした活
動が、昨年度は10校にまで拡大し、算数の成績は
もちろん、他教科の学力にも良い影響が見られた
そうです。珠算によって培われた集中力や忍耐力
が結果として表れたと思います。本当に素晴らし
いことだと思います。私は、この日本の伝統ある
そろばんを、一人でも多くの子供たちに伝えてい
きたいと思っております。今の時代は、何でもあ
り、とても便利な世の中ですが、機会があれば是
非、そろばんに触れていただきたいと思います。
　
次回は 宇津木永子 さん（古町）へバトンタッチ !! 

町民リレー�

近
津
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

活
動
日　

火
・
木
・
土
曜
日

活
動
場
所　

近
津
小
学
校
体
育
館

チ
ー
ム
紹
介

　

キ
ャ
プ
テ
ン　

星　

公
美
子
さ
ん

　

私
た
ち
、
近
津
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
明
る

く
元
気
に
練
習
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。

　

先
輩
方
は
、
東
北
大
会
や
県
大
会

に
出
場
し
、
良
い
成
績
を
お
さ
め
て

き
ま
し
た
。
私
た
ち
も
先
輩
に
負
け

な
い
よ
う
に
一
生
懸
命
練
習
し
て
い

ま
す
。

⑦



亡
く
な
っ
た
方 

年
齢　

住　

所

亡
く
な
っ
た
方 

年
齢　
住　

所

寺
島　
　

薫

下
重
マ
サ
子

藤
田
ヤ
イ
子

金
澤
マ
ツ
イ

山
内　

フ
ミ

藤
田　

フ
ミ

木
村　

イ
ヱ

吉
田　

英
一

小
松　

貞
治

本
田　

良
一

藤
原　

セ
キ

鈴
木　

行
雄

747086957992843968848390

水
白
田

関　

口

舘
ケ
丘

舘
ケ
丘

福　

岡

関　

口

小
山
下

城　

跡

舘
ケ
丘

馬　

場

　

堤
逆　

川

𠮷
田　
　

傳

安
藤　

ミ
チ

大
谷　

ナ
ヨ

鈴
木
キ
ミ
子

鈴
木　

秀
利

下
重　

昭
一

金
澤　

春
亥

西
牧　

定
市

平
野
ツ
ギ
ノ

近
藤
シ
ツ
ヱ

山
岸　

澄
子

佐
藤　
　

子

959391818277844990808478

強　

梨

舘
ケ
丘

舘
ケ
丘

　

流
下
山
本

舘
ケ
丘

八　

槻

　

堤
古　

町

大　

梅

関　

口

一　

色
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両
親
の
名　
　
　
　
　
　

出
生
児　
　
　
　
　
　

住　

所

鈴
木　

義
博
・
美
紀

安
部　

竜
一
・
陽
子

陣
野　

陽
一
・
幸
恵

緑
川　

幸
一
・
祐
弥

大
川
原
智
洋
・
佳
奈

和
知　

秀
明
・
愛

曲
山　

恭
隆
・
順
子

優
美
（
ゆ
う
み
）

星
映
（
し
ょ
う
え
い
）

宙
良
（
そ
ら
）

あ
お
い

響
哉
（
き
ょ
う
や
）

咲
良
（
さ
く
ら
）

翔
（
し
ょ
う
）

中
居
野

北
山
本

北
山
本

下
山
本

北　

町

中
山
本

中
居
野

　
　
　
　
　
　

（
2
月
中
の
届
け
出
）

 
 

お
く
や
み
（
2
月
中
の
届
け
出
）

※
「
お
め
で
た
」・「
お
く
や
み
」
に
つ
い
て
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合

は
、
企
画
情
報
課
（
☎
33
―
２
１
１
２
）ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

English  Corner

Goodbye  Tanagura
（さようなら棚倉）

Sadly the time has come for me to leave Tanagura 
and return to America. It has been a wonderful two 
years. I particularly enjoyed teaching the children at the 
kindergartens and elementary schools. Their energy, 
enthusiasm and affection made teaching rewarding 
and memorable. Not only the children, but everyone 
in town has been so friendly and welcoming, whether 
saying “Hello” to me in the local shops or inviting me 
to participate in various gatherings and events. I am 
truly grateful. I will always treasure my memories of 
Tanagura.

名残惜しいですが、棚倉を去り、アメリカに戻る時が来
ました。とても素晴らしい 2年間でした。 特に私は、幼
稚園と小学校で子供達に教えた事が楽しかったです。子
供たちのエネルギー、熱意、そして愛情は私にとって忘
れ難く有意義な教師経験になりました。子供ばかりでは
なく、町の皆さんもとても好意的で私を歓迎してくれま
した。町内の店で私に「こんにちは」と挨拶をしてくれ
たり、私を様々な集会とイベントに誘ってくれました。 
本当に感謝しています。 私はいつも棚倉の思い出を大切
にしたいと思います。

松本　良子さん
（城跡）

大正８年３月９日生

櫻井　はなさん
（八槻）

大正８年３月28日生

鈴木キヨノさん
（岡田）

大正８年３月28日生

原　　正次さん
（日向前）

大正８年３月30日生

ハリー

お
詫
び
と
訂
正

広
報
３
月
号
「
お
め
で
た
・
出
生
児
」
欄
に
お
い
て
表
記
の
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

正　

緑
川
悠
斗
（
ゆ
う
と
）
ち
ゃ
ん　
（
誤　

悠
人
）
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知

             FAX 33－3715
総　務　課
選挙管理委員会　

☎33－2111

企画情報課　☎33－2112
商工農林課　☎33－2113
建　設　課　☎33－2114
住　民　課　☎33－2116
健康福祉課　☎33－2117
税　務　課　☎33－2118
上下水道課　☎33－2119
保健福祉センター　☎33－7801
教育総務課　☎33－7881
議会事務局　☎33－7882
農業委員会　☎33－7883
出　納　室　☎33－7885
生涯学習課　☎33－0111
総合体育館　☎33－3160
学校給食センター　☎33－3438
図　書　館　☎33－4342

今
月
の
ト
ー
ク
の
日
は
19
日
㈭
で

す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
企
画
情

報
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【お問い合わせ 一覧】

)

お

ら
せ

　

建
て
替
え
や
老
朽
化
な
ど
で

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、

町
税
務
課
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎

年
１
月
１
日
に
所
有
す
る
建
物

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
平
成
18
年

中
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、

届
け
出
が
あ
れ
ば
、
新
年
度
か

ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

登
記
を
し
て
あ
る
家
屋
を
取

り
壊
し
た
場
合
は
、
法
務
局
に

滅
失
登
記
の
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
住
宅
を
取
り
壊
し
て
店
舗
や

駐
車
場
な
ど
に
す
る
場
合
は
、

土
地
の
固
定
資
産
税
が
増
額
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と

き
は
届
出
を

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

固
定
資
産
係

　

☎
33-

２
１
１
８

▼
募
集
住
宅

●
小
山
下
北
団
地（
昭
和
47
年
建
築
）

　

１
戸
（
簡
耐
平
屋
）
２
Ｄ
Ｋ

　

棚
倉
字
小
山
下
36-

３

▼
家
賃

　

入
居
者
の
収
入
と
住
宅
の
立

地
条
件
及
び
規
模
に
よ
り
決
定

さ
れ
ま
す
。

▼
申
込
期
限

　

４
月
13
日
㈮
ま
で
（
期
日
厳
守
）

▼
入
居
の
時
期

　

５
月
１
日
㈫
か
ら

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

都
市
計
画
係

　

☎
33-

２
１
１
４

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

▼
開
催
日

　

５
月
27
日
㈰

第
７
回
川
越
市
・
棚
倉
町

ゴ
ル
フ
交
流
大
会
参
加

者
募
集

▼
場
所

　

棚
倉
田
舎
倶
楽
部

▼
参
加
費

　

１
２
，５
４
０
円

　

※
消
費
税
・
昼
食
代
は
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
。

▼
参
加
資
格

　

棚
倉
町
民
の
方

▼
申
込
締
切
日

　

５
月
10
日
㈭

▼
そ
の
他

　

参
加
者
に
は
来
年
度
の
川
越

市
で
開
催
予
定
の
ゴ
ル
フ
大

会
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。

▼
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

棚
倉
町
親
善
ゴ
ル
フ
実
行
委

員
会

　

棚
倉
田
舎
倶
楽
部
予
約
係

　

☎
33-

３
１
９
１

【
大
学
卒
業
程
度
】

《
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生
》

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

　

町
で
は
、
平
成
19
年
４
月
か

ら
工
事
の
入
札
に
お
い
て
、
透

明
性
や
競
争
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
予
定
価
格
が
５
千
万
円

以
上
の
工
事
で
条
件
付
き
一
般

競
争
入
札
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
実
施
さ
れ
る
工
事
名

や
入
札
に
参
加
で
き
る
条
件
等

を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

財
政
係

　

☎
33-

２
１
１
１

　

http://w
w
w
.tow
n.tanag

   ura.fukushim
a.jp/

町
発
注
工
事
の
入
札
制

度
が
一
部
変
わ
り
ま
す

《
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
》

▼
申
込
受
付
期
間

　

４
月
１
日
㈰
〜
５
月
11
日
㈮

　

締
切
日
必
着

▼
第
１
次
試
験
日

　

５
月
19
日
㈯

▼
そ
の
他

　

試
験
会
場
や
受
験
資
格
、
志

願
票
の
請
求
な
ど
、
詳
し
く
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

白
河
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
４
８
―

24
―

０
３
７
２

▼
対
象
者

●
町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳

以
上
の
方

●
レ
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
の
方

介
護
予
防
事
業

お
た
っ
し
ゃ
レ
ク
ダ
ン
ス

教
室
参
加
者
募
集
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▼
日
時　

４
月
27
日
㈮

献
血
に
ご
協
力
下
さ
い

実施時間 実施場所

８：30～10：00 藤 田 建 設 工 業 ㈱

10：30～12：00 ㈲ テ ム ス 技 研

13：30～14：30 ㈱大東銀行棚倉支店

15：00～16：45 ㈱ ヨ ー ク ベ ニ
マ ル 棚 倉 店

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

　

☎
33
―
７
８
０
１

▼
費
用
負
担

　

１
回
に
つ
き
、７
０
０
円

▼
送
迎

　

希
望
者
す
る
方
に
は
送
迎
が

あ
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限

　

４
月
16
日
㈪
ま
で

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　

高
齢
者
係

　

☎
33-

７
８
０
１

　

故
人
の
ご
遺
志
に
よ
る
ご
寄

付
を
賜
わ
り
、
社
会
福
祉
事
業

の
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
心

か
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ご
寄

付
に
対
す
る
感
謝
状
に
つ
い
て
、

葬
儀
・
告
別
式
の
際
に
贈
呈
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
が
、
平
成
19
年
度
か
ら
は
、

会
長
等
が
後
日
、
各
家
庭
を
訪

問
し
て
贈
呈
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
く
だ

さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

▼
変
更
理
由

　

葬
儀
・
告
別
式
に
お
け
る
感

感
謝
状
（
社
協
）
の
贈
呈

方
法
が
変
わ
り
ま
す

謝
状
の
贈
呈
に
つ
い
て
は
、
会

長
が
出
席
で
き
な
い
場
合
は
、

事
務
局
長
ま
た
は
副
会
長
等
が

贈
呈
し
て
お
り
ま
す
が
、
会
長

の
対
応
と
し
て
、
ご
寄
付
さ
れ

た
方
に
対
し
て
公
平
感
が
保
た

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

▼
贈
呈
時
期

　

例
え
ば
、
４
月
・
５
月
の
ご

寄
付
の
場
合
、
６
月
中
に
各
家

庭
を
訪
問
し
て
贈
呈
し
ま
す
。

６
月
以
降
も
同
様
に
行
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
33-

２
６
２
３

る
際
、
経
過
期
間
に
応
じ
た
加

算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。）

※
学
生
納
付
特
例
期
間
は
追
納

が
な
い
場
合
、
年
金
の
受
給
資

格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す

が
、
年
金
額
の
計
算
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
対
象
者

　

１
年
以
上
の
課
程
に
在
学
す

る
学
生
で
、
前
年
の
所
得
が
一

定
以
下
の
方
。

▼
特
例
期
間

　

４
月
〜
翌
年
３
月

※
毎
年
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
手
続
に
必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
、
学
生
証（
コ
ピ
ー

可
）
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
コ

ピ
ー
不
可
）、
印
鑑

▼
手
続
窓
口
・
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課　

国
保
年
金
係

　

☎
33-

２
１
１
６

▼
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
、日
中
独
居
高
齢
者

等
で
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち

な
方
及
び
虚
弱
な
方
で
介
護

保
険
の
適
用
を
受
け
て
い
な

い
方
。

▼
実
施
日

　

隔
週
水
曜
日

▼
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

平
成
19
年
度

い
き
い
き
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
参
加
者
募
集

　

20
歳
に
な
る
と
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
収
入

が
な
く
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
学
生
の
み
な
さ
ん
に

は
、
申
請
を
し
て
、
承
認
を
受

け
れ
ば
、
保
険
料
の
納
付
を
後

払
い
に
で
き
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
学
生
納
付
特
例
期
間

は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険

料
を
追
納
で
き
ま
す
。（
追
納
す

学
生
の
国
民
年
金
納
付
特

例
制
度

▼
日
時

　

５
月
24
日
㈭

　

午
後
２
時
〜
４
時

　
（
受
付:

午
後
１
時
30
分
〜
）

▼
場
所

　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白
河

白
河
地
方
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

▼
対
象
者

　

平
成
20
年
３
月
に
大
学
・
短

大
・
専
門
学
校
を
卒
業
予
定

の
方

▼
参
加
費

　

無
料

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整

備
組
合
内
県
南
地
域
地
場
産

業
振
興
対
策
協
議
会
事
務
局

　

☎
０
２
４
８-

22-

１
１
４
５

▼
日
時

　

５
月
８
日
〜
７
月
24
日
（
12

回
）
毎
週
火
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
人
数

　

20
名

▼
申
込
締
切

　

４
月
20
日
㈮

▼
参
加
費

　

無
料

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　

高
齢
者
係

　

☎
33-

７
８
０
１
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人の動き
平成19年３月１日現在

人　口　　　 15,854人（△11人）
　男　　　　  7,790人（＋６人）
　女　　　　  8,064人（△17人）

世帯数 　　  4,750世帯（＋４世帯）
　　　　　　　　　 ※（　）は前月比

編
集
・
発
行
／
棚
倉
町
役
場
企
画
情
報
課　

平
成
19
年
４
月
１
日
発
行

〒
963‒

6192　
福
島
県
東
白
川
郡
棚
倉
町
大
字
棚
倉
字
中
居
野
33
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
４
７‒

33‒

２
１
１
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
４
７‒

33‒

３
７
１
５

た
な
ぐ
ら
ス
ナ
ッ
プ

た
な
ぐ
ら
ス
ナ
ッ
プ

た
な
ぐ
ら
ス
ナ
ッ
プ

　

３
月
13
日
、
棚
倉
中
学
校
で
行

わ
れ
た
卒
業
式
。

　
「
門
送
」
で
は
、
後
輩
た
ち
に
見

送
ら
れ
、
晴
れ
や
か
な
笑
顔
や
涙

ぐ
む
卒
業
生
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
校
庭
で
は
同
級
生
や
先
生
と

の
記
念
撮
影
。
ま
た
名
残
を
惜
し

む
か
の
よ
う
に
別
れ
の
挨
拶
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
、
３
年
間
と
も
に
級

友
と
過
ご
し
、
多
く
の
こ
と
を
学

ん
だ
棚
倉
中
学
校
を
後
に
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
だ
し
ま
し
た
。

広報たなぐら　19. ４. １（20）

季

節

街
の

弥
生
の
巻

角
や
よ
い

　

三
月
は
別
れ
の
季
節
で
も

あ
り
ま
す
。卒
業
と
い
う「
区

切
り
」
を
つ
け
、
ま
た
同
じ

道
、
違
う
道
へ
と
進
ん
で
い

き
ま
す
。

　

時
節
の
話
題
を
紹
介
し
ま

す
。

　

町
内
で
も
、棚
倉
中
学
校
、

各
小
学
校
、
各
幼
稚
園
で
卒

業
式
・
卒
園
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

卒
業
生
は
、
運
動
会
、
文

化
祭
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
思

い
出
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た

学
び
舎
か
ら
巣
立
ち
ま
し

た
。

思い出を胸に
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